
日頃よりご支援・ご声援を賜り心より感謝申し上げます。今年度の学校評価だよりでは、保護者・児童・職員ア

ンケート結果（満足度指標）だけでなく、成果指標や努力指標を取り入れ、より客観性を持たせ、特に達成度判

断基準を設けることで、本校の取組が目標に達しているかどうかも明確にしました。この学校評価の結果をもと

に、今後もよりよい学校生活の充実に向けて、保護者・地域の皆様と共に取り組んでいきたいと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。         令和６年９月３０日 能登町立鵜川小学校長 冨水 知子 

 

 
令和６年度     第１回 学校評価 （７月 中間評価） 報告        能登町立鵜川小学校 

重点

目標 

自己評価 
備考 

評価項目 具体的取組 評価指標 評価：達成度判断基準 取組の状況・結果 達成状況 

確
か
な
学
力 

総合的な学

力の向上 

・学力調査の結果を分析して
定着していない内容を授業
や朝学習で補強する。 
・授業での学んだ知識や言語
力を活用して思考、判断し表
現する活動場面の設定。 
・国語検定、算数検定の取組 

【成果指標】 
各種・学力調査の結果
が県及び国の平均を上
回っている。 

全国学力学習状況調査・県基礎学力調査
の結果が県平均・町学力調査の結果が国
や県平均を上回っている教科が全体の 

 ３～６年の学力調査は合わせて１２教科あり、
全国や県の平均を上回った教科は６教科だっ
た。 問題文の読み取りや複数の情報を整理
して正しく表現することに課題が見られた。ま
ずは、基礎基本の徹底を授業や宿題を通して
取り組んでいく。 

B 

主担当：大谷 

評価方法： 

学力調査 

4月・１２月 CRT 

評価実施時期： 

８月、１月 

Ａ: ６０％以上 
Ｂ: ５０％以上 
Ｃ: ４０％以上 
Ｄ: ４０％未満 

学力向上プ

ランの推進 

・考えを伝え合う場の設定 
・キーワードの共有 
・自分の考えを書く場の設定 
・相手意識をもって話す・聞く
指導 

【満足度指標】 
相手の話をしっかり聞
いたり自分の考えを伝
えたりすることができる
力が児童に身に付いて
いる。 

学習アンケートで「キーワードを使って自分の
考えを書いたり話したりすることができた」とい
う項目で肯定的な回答をした児童の割合が 

 学習アンケートにおいて肯定的な評価は、 

８５．３％だった。児童の評価は高いが実際の 

授業での取組「キーワードの提示」の達成度は 

高いとは言えない。表現に必要な用語を明確 

に黒板に提示し、表現に生かせるようにしてい 

く。  

B 

主担当：大谷 

評価方法： 

児童に対する

学習アンケート 

評価実施時期： 

７月、１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 
Ｄ: ７０％未満 

豊
か
な
心 

明るい挨拶

があふれる

学校づくり 

・縦割り班での「あいさつ運動」
を継続し、よい挨拶をしてい
る児童を全体に紹介すること
で、挨拶の習慣の定着を図
る。 

  

【満足度指標】 
児童がすすんで挨拶
する習慣が身に付いて
いる。 

児童アンケートで「いつも大きな声で気持ち
のよいあいさつをしている。」という項目で肯
定的な回答をした児童の割合が 

毎週火曜日に行っている「あいさつ運動」で
縦割り担当の先生が担当色の児童の挨拶の
評価をしたり、ランチルームで上手な挨拶をし
ていた児童の紹介をしたりしてきた。、また
日々の挨拶について職員が評価する機会も多
かった。挨拶が自分からできない児童もいるた
め、個に応じた指導を行っていく。 

B 

主担当：吉村 

評価方法： 

児童アンケート 

評価実施時期： 

７月、１月  

Ａ: 児童の９０％以上 
Ｂ: 児童の８０％以上 
Ｃ: 児童の７０％以上 
Ｄ: 児童の７０％未満 

良好な人間

関係の構築 

・勉強や行事等で、各自に目
標を持たせ、粘り強く取り組
むようにする。 
・相手の気持ちを考えた思い
やりの心を育む取り組みをし
ていく。 

【満足度指標】 
児童が学校生活の中
で友達と仲良く勉強し
たり遊んだりしていると
感じている。 

児童アンケートで「友達と一緒に遊んだり、
活動したりするのは楽しい。」という項目で
肯定的な回答をした児童の割合が 

体育館や校庭で遊ぶ児童が多く、異年齢を
通して交流して仲良く遊ぶ姿がある。遊びのル
ールなども代表委員会の中で話し合い、全校
集会などで共有することができた。 
今後も、異学年で関わる場を設定し、児童

同士の良好な関係作りを進めていく。 

A 

主担当：山本 

評価方法： 

児童アンケート 

評価実施時期： 

７月、１月 

Ａ: 児童の９０％以上 
Ｂ: 児童の８０％以上 
Ｃ: 児童の７０％以上 
Ｄ: 児童の６０％以上 

健
や
か
な
体 

体力の向上 ・年間を通してスポチャレいしか
わの種目に取り組む。 
・体育の時間に、児童の体力が
高まるよう、運動意欲と技能の向
上、運動時間の確保に努める。 
・マラソン大会に向けて、持久力
をつける取組を計画的に取り入
れていく。 

【成果指標】 
体力テストの２項目に
おいて、県平均や昨年
度の平均記録を上回っ
ている。 

体力テストの「立ち幅跳び」「反復横跳
び」の平均記録が、県平均を上回って
いる学年（部門）の割合が 

 立ち幅跳び、反復横跳びともに、女子は、４～６
年で県平均を上回っている。男子は５・６年で県平
均以下であった。震災で３カ月程度まともに体を
動かす機会がなかった影響は出ている。しかしな
がら、昨年度よりも指数で下がっているので、２学
期以降も体育科では、運動量の確保を目指す。 

B 

主担当：梅木 
評価方法： 
体力テスト「立
ち幅」「反福横
跳び」 
評価実施時期： 
６月、１月 

Ａ: ７０％以上 
Ｂ: ６０％以上 
Ｃ: ５０％以上 
Ｄ: ５０％未満 

健康教育の

推進 

・毎月「元気ハッピー貯金」を
行い、規則正しい生活習慣
を身につけさせる。 
・早寝・早起きの大切さ、メディ
アの使用時間等について指
導する。 
・朝ごはんの大切さや食事の
マナー等の食育を行う。 

【満足度指標】 
学校での指導や家庭
での働きかけの結果、
子ども達の生活習慣が
向上している。 

保護者アンケートの「子どもは、ゲームやイ
ンターネットの約束を守っている」という項目
に肯定的に回答した保護者が 

 保護者アンケートで肯定的な評価が 82.9％
であった。児童の生活や実態を踏まえた学級
や個人での保健指導を行い、生活習慣の定
着を図っていきたい。また、元気ハッピー貯金
や家庭でのメディアルールの作成を 2 学期以
降も継続して行っていく。 

B 

主担当：藤澤 
評価方法： 
保護者アンケー
ト 
評価実施時期： 
７月、１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 
Ｄ: ７０％未満 

安
全
・
安
心
な
学
校 

安心できる

学校 

・児童理解の会での共通理解
や共通指導を徹底し、児童
のよりよい人間関係の構築に
努める。 
・学習目において、個に応じた
指導を行う。 
・子どもの自己肯定感を高め
る取組をしていく。 

【満足度指標】 
自分のよいところやが
んばっているところに気
付き、自己肯定感が高
まっている。 

児童アンケートで「先生は、自分のよいとこ
ろやがんばっているところをほめてくれる。」
をいう項目に肯定的に回答した児童が 

 A 評価が６３．４％、B 評価が３４．１％と A 評
価の割合が高く、授業や学校生活の様子を
日々先生方がよく観察し、褒めてきたことが結
果につながった。その場で児童に伝えられな
かった場合も、担任の先生に知らせ、本人に
伝えてもらうように頼む様子も見られ、学校全
体で意識していた。今後も児童を学校全体で
見守っていくようにする。 

A 
 

主担当：吉村 
評価方法： 
児童アンケート 
評価実施時期： 
７月、１月 Ａ: ９０％以上 

Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 
Ｄ: ７０％未満 

安全な学校 ・避難訓練を通して非常災害
発生時の避難行動の仕方を
身につけさせる。 
・保護者が連絡、相談したこと
に対して、誠意を持って対応
している。 
・「報告・連絡・相談」の徹底を
図り、迅速に対応していく。 

【満足度指標】 
保護者が学校の情報
について、情報を迅速
に発信していると感じて
いる。 
 

保護者アンケートで「学校は、緊急メールや
お知らせなどで、迅速に情報を発信してい
る。」に対し、肯定的な回答をした保護者の
割合が、 

 保護者アンケートでの肯定的評価が１００％
であった。６月の震度５強の地震の際も、メー
ルにおいて、学校の安全や登校に関する情報
を送信することができた。１月の発災後も余震
等の災害の恐れがあるため、今後も緊急事態
における学校の情報を正確に速やかに発信で
きるように訓練や研修を通して初動の動きを全
職員が理解し実践できるようにしていく。 

A 

主担当：髙山 
評価方法： 
保護者アンケー
ト 
評価実施時期： 
７月、１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 
Ｄ: ７０％未満 

       

家
庭
地
域
と
の
連
携 

地域の教育

力の活用 

・地域人材を活用し、地域の
特色を生かした授業実践を
行う。 

【満足度指標】 
生活科、総合的な学習、
道徳などの授業で、地域
の人材を活用する授業を
行っている。 

職員アンケート「地域の素材をもとに学習活
動を行ったり、地域人材を活用したりして
「ふるさと教育」を積極的に展開している。」
に対し、肯定的な回答をした職員の割合
が、 

里海教育（海洋教育）を中心に、地域人材・
教材を活用できている。これまでの活動から協
力してくださる地域人材が多い。 
これまでの活動の積み重ねにより、毎年似

たような活動が続いている。今後は、教師一人
ひとりが地域人材やモノを新たに発掘すること
も必要である。 

B 

主担当：松橋 
評価方法： 
職員アンケート 
評価実施時期： 
７月、１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 
Ｄ: ７０％未満 

学校情報の

積極的な公

開と家庭・地

域への適切

な説明 

・学校だよりや学級だよりの発
行、ホームページの充実によ
り、保護者が学校経営方針
や教育内容を理解できるよう
に努める。 

【満足度指標】 
保護者が学校の教育
方針や児童の様子が
伝わっていると感じてい
る。 
 

保護者アンケートで「学校は、学校だより、
ホームページなどを通じて、学校での教育
活動の様子を積極的に伝えている。」に対
し、肯定的な回答をした保護者の割合が、 

 保護者アンケートでは１００％の肯定的な評
価をいただいた。月一回の学校便り発行や週
３回以上のホームページ更新を行ってきたが、
教職員アンケートの関連する項目では、「あま
りあてはまらない」の評価があった。学級だより
や各種たよりを含め、発信の回数の差が見ら
れた。各便りの月当たりの目標発行回数を決
めるなど、改善を進めていく。 

A 

主担当：髙山 
評価方法： 
保護者アンケー
ト 
評価実施時期： 
７月、１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 
Ｄ: ７０％未満 

組
織
力
向
上
と
働
き
方
改
革 

組織力向上 ・校内研修や授業研究などを
通して授業力の向上を図っ
ている。 
・校務分掌や得意分野におい
て意欲的に取り組んでいる。 

【満足度指標】 
校務分掌において意欲
的に取り組んでいる。 

職員アンケート「校務分掌や得意分野にお
いて意欲的に取り組んでいる。」に対し、肯
定的な回答をした職員の割合が、 

 アンケート結果では､肯定的な回答は 87.5％で
あった。意欲の部分は目には見えないが、「あて
はまる」と回答した職員が７５％もいることから、そ
れぞれの分掌担当者が意欲的に取り組んでいる
ことが伺える。得意分野が分掌に必ずしもマッチ
しているわけではないため、担当者が提案した内
容は協力して全職員で積極的に取り組んでいく
ようにする。 

B 

主担当：梅木 
評価方法： 
職員アンケート 
実施回数 
評価実施時期： 
７月、１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 

Ｄ: ７０％未満 

働き方改革

の推進 

・校務分掌の平準化と担当の
明確化を図り、意識改革を推
進する。 
・公務支援システムの活用に
よる業務改善を増やす。 

 

【成果指標】 
教職員が働き方改革を
意識して効率的に業務
を行い、時間外勤務時
間を削減している。 

月の平均退勤時刻が１９時以前の職員
の割合が、 

 目標退勤時刻「１９時」を達成した職員の割
合において、４～６月の平均値が７０．４％であ
った。震災に関連する業務の増加、複式学級
における授業準備物の多様化、少人数学校に
おける校務分掌の重複した割り当てなどが原
因と考えられる。学校の取組の精選、さらなる
業務の平準化を図っていく必要がある。 

C 

主担当：髙山 
評価方法： 
勤務時間記録
表、職員アンケ
ート 
評価実施時期： 
７月、１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 
Ｄ: ７０％未満 
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